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研究成果の概要（和文）：　本研究では、個人のメディア生成行動をナビゲーションし、より良いメディア生成
を支援する研究を行った。その結果、「魅力」「刺さる」「映える」といったコンテンツの価値を正しく予測
し、理由・要因を解析し、さらに価値を向上させるための技術を生み出すことができた。具体的には、旅行推薦
および写真撮影支援、プレゼンテーション支援、SNSでの人気獲得支援、婚活支援など広い範囲に適用し、新し
いアルゴリズムを提案するとともに研究成果の実用性を実験的に示した。
　多くの論文発表や特許出願などの学術的成果を達成しただけでなく、産学連携や技術移転を積極的に行い、計
画以上の成果を得た。

研究成果の概要（英文）：We analyzed why and how we are attracted to specific persons, content, and 
services. We have developed technologies to analyze, do reasoning, and even enhance such "
attractiveness" of user generated content in multimedia big data. We successfully applied our 
technologies to travel and photo-shooting recommendation, presentation analysis, social popularity 
enhancement for social network services (SNSs), marriage consulting, and so on.
We not only developed new algorithms for our attractive computing research, but also started a lot 
of joint work with industry. We strongly believe that our achievement is much more fruitful than 
expected in advance.

研究分野： マルチメディア

キーワード： マルチメディア　ユーザナビゲーション　ビッグデータ　魅力工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
カメラや携帯電話の普及により、写真を気

軽に撮影できるようになった。また、インタ
ーネット上には写真の投稿・共有サービスが
多数展開されている。それに応じて、インタ
ーネット上に投稿された膨大な数の写真(以
後、「ビッグ・マルチメディア・データ」と
呼ぶ)を利用した様々な研究が行われている。
例えば、観光地検出[Zheng, CVPR09]、撮影
地抽出[Simon, ICCV07]、旅行推薦[Arase, 
ACMMM10] 、 写 真 の 主 観 評 価 [Li, 
ACMMM10]などが挙げられる。これらの技
術を使えば、観光地やイベントの高品質な写
真を簡単に入手できる。しかし、ここでいく
つかの問題がある。 

1 つ目は、ユーザが生成したメディアを評
価する技術はあっても、メディア生成行動そ
のものをナビゲーション・コーチングする技
術はないという問題である。人々は他者の撮
影した画像を入手したいのではなく、自分の
カメラで写真を撮影したいものである。撮影
者にとっては、高品質な画像が他にあるとし
ても「自分のカメラでとる」ことが重要であ
る。写真に家族や友人が写っていることも写
真に愛着を持つ要因の一つではあるが、風景
写真であっても人は自分のカメラで撮った
写真に愛着を持つ。すなわち、「自分で撮影
した(自分の体験を伴う)」写真であるという
ことが重要である。以上のことは写真に限ら
ず、映像やテキストなどユーザが生成するす
べてのメディアについて言える。この、メデ
ィア生成行動そのものをいかにナビゲーシ
ョン・コーチングするか、は非常に重要な問
題である。 

2 つ目は、ビッグ・マルチメディア・デー
タを用いた研究は多数あるものの、ビッグデ
ータそのものの質を高める研究がないとい
う問題である。ビッグデータは非常にノイズ
が多いため、適切な処理を行うにはノイズ除
去などの前処理が非常に重要で、かつ大部分
の時間を占めてしまう。これまで、ビッグデ
ータはノイズを含むものという前提で研究
が進んでおり、ビッグデータの質の向上を議
論した研究はない。 
以上の考察から、ユーザのメディア生成行

動をナビゲーション・コーチングする技術こ
そが重要だと思うに至り、本研究の提案に至
った。ビッグ・マルチメディア・データを用
いた研究により、上記の問題の解決を目指す。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は 2 つあった。すなわち、(1)

ユーザが生成する画像や映像などのメディ
アに対するユーザ自身の主観的価値の検証
という基礎的な研究を行うこと、また(2)個人
のメディア生成行動をナビゲーションしよ
り良いメディア生成を支援するという応用
研究を行うことである。 
具体的には、インターネット上にある大量

の画像・映像・テキストなど膨大なマルチメ
ディアデータをマイニングすることで一般
的な行動パターンを解析し、それと個人の趣
味・趣向や状況・ユーザの意図などを併せて
考慮することでユーザ一人一人に適した写
真撮影などのメディア生成行動のナビゲー
ション・コーチングを行う。 

 
 

３．研究の方法 
 研究の方法は、次の 3 点である。 
 
(1) 生成するメディアの価値の定量化・予測 
ユーザが生成した画像や映像の価値や魅

力度という漠然としたものに対し、SNS にア
ップロードしたときの閲覧数といった客観
的な指標やアンケートなどの主観評価指標
により正解値を付与し、機械学習などにより
未知のものに対して定量化・予測できるよう
にする。 
 
(2) 価値の要因解析 
(1)で行った定量化・予測に対してその原

因や要因を解析し、可視化する。例えば魅力
を押し下げている画像中の領域や動画中の
区間を推定し、コンテンツ生成者にフィード
バックを与える。 
 
(3) 価値向上のためのコーチング 
(2)で得られた定量化・可視化されたフィ

ードバックを元に、どこを改善すると生成す
るメディアの価値・魅力度が向上するかとい
ったコーチングを行う。 
 
 
４．研究成果 
非常に多くの成果が得られたが、そのうち

特に大きな成果がでたものについていくつ
か紹介する。 
 

(1) 旅行推薦および写真撮影支援 
季節・時間帯・天候・気温などに応じた最

適な旅行ルートをSNSに投稿されたジオタグ
付き画像から推薦する技術を開発した。また、
魅力の高い画像が取られているけれども訪
問者が少ない穴場を推薦する技術を実現し
た(図 1)。レストラン推薦では、大量のユー
ザーレビューから称賛されている点、批判さ
れている点を他店と比較しながら要約し、そ
れぞれのレストランの売りをうまく可視化
することに成功した(図 2)。フォトアルバム
生成では、スマートフォンの中に大量に撮り
ためた画像の中から特に共有したいと思わ
れるもの、わざわざ印刷されたアルバムとし
て残したおきたいものという視点でスコア
リングし、90%の精度で重要とそれらの写真
の抽出に成功した。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 SNS を用いた穴場推薦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 SNS を用いたレストランの評判要約 
 
(2) プレゼンテーション支援 
我々が日々行っているプレゼンテーショ

ンについて研究を行った。オーラルプレゼン
テーション(自然言語、音声)やプレゼンテー
ション用スライド(画像)について、聴衆に与
える印象の予測や改善のためのフィードバ
ックを与えるシステムについて研究した(図
3,図 4)。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 プレゼンテーション印象予測システム 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4 スライドの視覚的明瞭性評価システム 
 
(3) SNS での人気獲得支援 
近年、SNS は我々の生活に密着したメディ

アとなった。ユーザにとって自身の投稿する
コンテンツの閲覧数、お気に入り数といった
人気に関わる指標(本稿では、総称して「ソ
ーシャル人気度」または「人気度」と呼ぶ)
は重要である。これは個人だけでなく SNS を
マーケティング用に用いている企業にとっ
ても重要である。しかし、氾濫するコンテン
ツの中から人気となるのは難しい。 
そこで、人気度への影響力が強く、かつ

元々ついているタグと関連の深いタグを推
薦することのできる FolkPopularityRank 
(FPRank)という手法を実現した(図 5)。従来
からタグの推薦技術はあるものの、殆どが客
観的なタグの正しさを主眼においており、人
気度を向上させるために開発された技術は
世界初である。また、画像内容とハッシュタ
グからいいね数を予測する技術も実現した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 閲覧数を増やすハッシュタグ推薦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 6 画像とタグを用いた「いいね」数予測 
 



(4) 婚活支援 
ユーザが登録する情報（顔写真やその他プ

ロフィールデータ）を元に、そのユーザの魅
力度推定、及びマッチング予測を行った。魅
力度の予測については男性に対する相関が
0.73、女性に対する相関が 0.83 を実現した
(図 7)。また、マッチング予測については人
間の精度が約 10%であるのに対し、プロフィ
ールや行動履歴を用いた機械学習により 30%
程度の精度を実現した(図 8)。さらに、魅力
増強のためにプロフィール写真の笑顔化、メ
イクアップ推薦などの技術を実現した。 
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図 7 男性・女性の魅力度予測 
 
 
 
 
 
 

 
図 8 オンライン婚活マッチング予測精度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 9 画像処理による笑顔化 
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